二日目

　　翌日の朝、妖夢と咲夜が外で掃除をしていると、ボロボロになって二人は帰ってきた。

咲夜　「あら、ずいぶんとボロボロね」

美鈴　「すいませ～ん、やられちゃいました～」
妖夢　「あいつらの相手は大変だよ」
鈴仙　「ほんと、あそこまで回復力が凄いなんて・・・・」

妹紅が蓬莱の薬を飲んだという話は知っていた。

しかし、その効果のほどは今まで目にしていなかった訳で・・・

美鈴の攻撃が直撃したときに油断したのが負けの原因だろう。
咲夜　「ひとまず中に入りなさい。聞かなくてもいいけど

話は聞くわ」

美鈴　「はい・・・」

咲夜　「あら？　あなたは違うわよ」

美鈴　「え？」

咲夜　「門番して来なさい、もちろん私たちが戻るまでず

っとね」

美鈴　「え～！　あれ、冗談じゃなかったんですか！」

咲夜　「当たり前じゃない」

さすが、メイドの中のメイド。酔っていても下のものに言ったことは忘れてはいない。対した美鈴はまさかと思い固まっている。

咲夜　「早くいかないと、食事を抜くようにするわよ」

美鈴　「ひ～、いってきま～す！」

　　　　そういって、全力で飛び出していく美鈴。

　　　　しかし、向かってる先は紅魔館とは逆のほうへ・・・
咲夜　「私たちが帰るまでご飯抜きかしら」

　　　　と、ぼそっと咲夜の口から聞こえた台詞を聞いた
鈴仙は、

鈴仙　（私、平和なほうにいるんだなあ）

　　　　と思うのだった。

鈴仙と咲夜が居間にいくと、魔理沙と霊夢が起き
ていた。
さすがに吸血鬼や、万年睡眠モードの方々よりは
早いらしい。

鈴仙　「すいません」
軽く寝ぼけている魔理沙と霊夢に鈴仙は頭を下げ
る。

　　　　自分が先陣を切って突っ込んで玉砕されたという
ことに責任を感じているようだ。

　　　　だが、ここにいる人間というのはいい加減という
か、寛大というか・・・・

魔理沙「別にいいんじゃないか？　相手をしてればいいん
だろ？」

霊夢　「何も倒せといわれてないしね」

　　　　こんなやつらである。


ついこの間、輝夜たちに、責任追及されまくった
鈴仙としては、びっくりだろう。
霊夢　「今日はアリス達よね？　まあそっちにがんばって
もらいましょ」

魔理沙「あいつらでなんとかなるか不安だぜ」

アリス「私は大丈夫よ。向こうの魔法使いがどうなのか知
らないけどね」

魔理沙「盗み聞きとは人が悪いぜ」
アリス「私は元から居たけど？」

霊夢　「気づかなかったわ」

実はアリスは霊夢たちよりも早く起きていた。あげくに元から隅のほうとはいえ、部屋にいたのである・・・ＳＳは恐ろしい。話さないと、居てもいなかったことになる。
アリス「それで貧弱魔法使いはまだ起きないの」

魔理沙「やれやれ、私を見習ってほしいぜ」
アリス「あなたみたいなのが二人もいるなんて嫌だわ」

霊夢　「それは同感ね」

魔理沙「おいおい、それはないんじゃないか？」

パチュ「いいえ、私もそれには賛同するわ」

魔理沙「おっ、珍しいな」

パチュリー起床。こんな光が射す時に起きて来る
とは珍しい。

咲夜　「体は大丈夫なのですか？」

パチュ「ええ、いつもよりは平気よ・・・ゴホッ」

そういって、咳を一回。

パチュ「今日は私が行く日よね？ゴホッゴホッ」

もう一回咳をする。

霊夢　「ええ、そうよ。まあがんばってらっしゃいな」
パチュ「調子は悪くないから、がんばっ・・・ゴホッ！」

ほんでもってもう一回。

アリス「あなた大丈夫なの？　足は引っ張ってもらいたく
ないのだけれど」

パチュ「平気よ、調子が良いっていってるでしょ・・・・」

ようやく咳が止まった・・・本当に大丈夫か？　こ
の娘っ子は。

魔理沙「ま、パチュリーなら大丈夫だろ。がんばってこい
よ」

といって、魔理沙は一喝とばかりに背中をバン！　と叩いた。って、本の虫の背中なんか叩いたら・・・

パチュ「ごほっごほっ・・・・」
パチュリー転倒。いや、力尽きた。病人は大切に
しよう。
魔理沙「あれっ、お～い大丈夫かあ？」

パチュ「・・・・・」

咲夜　「部屋へ連れて行くわ、霊夢手伝って」

霊夢　「しょうがないなあ、家は病院じゃないのよ？」

そういって二人は、部屋からパチュリーを連れて
行った。

魔理沙「なっ、なんだよ・・・ったく、様子を見に行くか」

続いて魔理沙もついていく。

そうなると、残った面子は・・・

アリス「ねえそこの二人」

妖夢　「はい、なんでしょう？」

鈴仙　「なんですか？」

アリス「今日大丈夫だと思う？」

言葉を略して、簡単に言われたこの言葉。意味はさすがに通じると思うが、今の状態を見て言えることとしては。
妖夢　「ちょっと」
鈴仙　「う～ん」

何もないだろうなあ。二人とも相手がどれだけの強さかよく知っている。もちろんそれはアリスも知ってるはずなのだが・・・

アリス「そうよね」

どうやらわかっているようで。強力な敵に対して余力を残してやられる自分と、喘息でいつ倒れるかわからない相棒。不安は募るばかりだろう。

アリス「でも、やらないといけないのよね・・・」


人形の約束を交わした後、アリスは魔理沙に一つ
追加で約束をさせられていた。
当人いわく「たまには本気を出してみろよ。そし
たら、やるぜ」らしい。

アリス「まったくなんであんなことを約束させるのかし
ら？　まあ私には関係ないけど」

アリス「とりあえず、少し準備をしないと・・・」

とか独り言をいいながら、アリスは部屋を離れて
いった。残された二人は・・・

妖夢　「駄目そうですね」

鈴仙　「そうかもしれません」

喘息本の虫と、独り言人形女の二人を見て、不安
をとてつもなく感じていた。

場所は変わってアリス家。

アリスは一人で人形を眺めながら、夜の戦いのこ
とを考えている。

アリス「全力を出すための準備ってなにするのかしら？」

意識的に自分の力を抑えて戦いすぎたせいで、全力ということに関してよくわからなくなっている。だからまず・・・

アリス「私ってどれくらいが全力なのかしら？」

普段戦っているときには、どう戦うかを考えておいてから戦うほうだ。自分の力を理解して、いつも余力が残るようにしている。

だが、ここで余力も考えず力を出し切るとなるとどうなるか？　どれくらい力を使っていいのか？　それがアリスはわからなかった。

アリス「わからない。だからといって、今、力を使い切っ
たらまずいし・・・」

アリス「力の配分を考えなおそう」

無難な考えに落ち着いたようだ。初めて自分の意識化での全力だ。準備は万全のほうがよい。

アリス「まずは、今日の自分の調子を確認しないと」

今から夜まで、アリスの長い時間が始まった。

アリスと魔理沙が博麗神社に戻り、パチュリーに本が届いたころにはもうすでに夜になっていた。もうすでにみんなは外にでて見送りをしている。
パチュ「こっちは準備は終わったわ。そっちは？」

アリス「大丈夫よ、すぐにいける」

魔理沙「がんばれよ？」
アリス「あなたこそ、約束は守ってね？」

魔理沙「ああ、もちろんだ。そっちこそ守れよ？」

アリス「ええ、準備は万全だわ」

レミィ「パチュもたまには外で暴れてきなさい」

パチュ「そういうのは苦手なんだけど・・・善処するわ」

咲夜　「無理はしないでください、発作がでます」

パチュ「両方守るのは無理ね」

魔理沙「がんばれ」

パチュ「言うのは簡単だわ」

霊夢　「はいはい、ここで話していてもしょうがないでし
ょ。さっ二人ともいってらっしゃい」

会話が広がりすぎるのを見かねて霊夢が止めにはいる。霊夢が止めなかったら延々とまらなそうである。

アリス「じゃあいってくるわ」
パチュ「いきましょ」

二人は飛び立っていく。お互いに相手にあわせることもなく、バラバラな飛び立ちで。
霊夢　「大丈夫かしら？」

魔理沙「さあな」

霊夢　「まあいいわ、中に入りましょ」

魔理沙「あれ、月見をするんじゃなかったか？」

鈴仙　「すいません、これ以上準備がうまくいかなくて・・・」

霊夢　「しょうがないわね。じゃあ調度満月だから７日目
にパーッとやりましょ」

鈴仙　「あ、はい。そのときは用意します」

霊夢　「じゃあ、今日のところはゆっくりしましょ」

ぞろぞろと９人が中に入っていく。しかし多い
な・・・

まあともかく、魔法使いチームは出発したのであ
った。

二人は林に着くと、警戒しながら進み続けていく。昨日の話を聞くと、いつ敵が襲ってくるかわからないからだ。

アリス「こないわね」

パチュ「ええ」

もともと活発に話すわけではない二人は静かだ。
黙々と闇の中を進んでいく。

アリス「そこっ！」

突然アリスがあらぬ方向へレーザーを放った。そのレーザーは闇の中に吸い込まれ・・・何かの音とともに消えた。

パチュ「潜んでいるみたいね」

アリス「ええ、来るわよ！」

二人だ身構えると、一斉に攻撃が始まる。敵は素早く現れ、弾をはき、どこかへ逃げていく。
パチュ「私たちを消耗させる気ね」

アリス「そうはさせないわ」

回避行動を続けていたアリスの動きが止まる。そ
して、人形を取り出し・・・

アリス「博愛のオルレアン人形！」

一掃。その勢いはお前魔理沙だろっ！　とか言い
たくなるほどだ。

パチュ「あなた、そんなにとばして大丈夫なの？」

アリス「ええ、自分のペースはわかっているわ」

と、当人は言っているが・・・不安だ。

アリス「それより、早速おでましよ」
慧音　「待ってたぞ」

二人の前に現れたのは、昨日と変わらず慧音であ
った。

アリス「あなたに用はないわ、早く妹紅をだしなさい」

慧音　「昨日に続いて今日もか。だが、誰であろうとこの
先は通さない」

パチュ「通さないといっているものはどかすしかないわ、
倒しましょ」

アリス「ええ、あなたはあいつを相手にして、私は・・・」

アリス「乙女文楽！」

今度はあらぬ方向へスペルカード。かっとばして
るな～

？？？「きゃあああ」

で誰かが被弾と。まあバレバレなのだが・・・

妹紅　「いたた、手荒い歓迎ね～」

とぼやきながら出てくる妹紅。相変わらずのタフ
さである。

アリス「まともな歓迎をされなかったから、私が歓迎させ
てもらったわ」

妹紅　「おもしろそうじゃない、相手になるわ」
といいながら、その場から離れていく。残りの二
人は無視。
パチュ「こっちもはじめましょうか」

慧音　「そうだな、ではこちらからいくぞ」

慧音　「ファーストピラミッド！」

慧音の周りに弾が出現したかと思うと、その弾が
さらに弾を吐き出す。

パチュ「くっ」

一定の間隔で出てくる弾と弾の間を、うまくすり抜けていくパチュリー。しかしそこに、大きく丸い弾が、真っ直ぐにパチュリーに向かっていく！

慧音　「当たったか？」

パチュ「残念ながらそう簡単にいかないわ」

間一髪。スペルカードの詠唱が間に合い、パチュ
リーは無事だった。

パチュ「反撃よ。レイジィトリリトン」

今度は慧音に弾幕が襲っていく。黄色一色の弾はふわふわと漂うように近づいていく。

慧音　「こういう弾は苦手なんだがな、っと」

ひらりとぎりぎりでかわしていく慧音。口で言う
ほど苦手ではないようだ。

おはいえ戦況は逆転。今はパチュリーの攻勢中で
慧音は避けるのに必死だ。

ちなみにもう一方の二人は・・・

アリス「白亜の露西亜人形！」

妹紅　「こんなに強いのはきいてな～い」

悲鳴を上げる妹紅に細い弾がいくつも迫っていく。
逃げ場はかなり薄い。

アリスのおせおせムードだ。すでに妹紅のほうはボロボロで、リザレクションをする力も消えてきている。
アリス「いい加減死になさい！」

妹紅　「うわ～」

またもや被弾。もうリザレクションは使う余力はなくなっただろう。いくら死なないとはいえ、限界は訪れるものだ。それで前回は敗れたわけだが・・・計算外すぎるだろうなあ。

前回魔理沙と一緒にきたアリスは、対して脅威を感じず、少なくとも魔理沙のほうが危険だと感じる。しかしいまはどうだ？　めっちゃ強いなあ・・・
妹紅　「それは私のセリフ～」

アリス「ごたごた言ってる暇はないわよ？」
かれこれ何分もアリスは攻撃し続けている。しか
も全部スペルカードで。
妹紅　「もう！　パゼストバイ・・・」

アリス「遅い！　博愛のオルレアン人形！」

妹紅　「わ、危ない！」

息も尽かさず攻撃は続く。攻撃は途切れることなく、攻撃中唱える余裕はない。妹紅は完全に追い詰められていた。
アリス「これで、終わりよ！」

アリス「首吊り蓬莱人形！」

妹紅にアリス最強のスペルカードが迫る。このスペルカードをいまの状態の妹紅に避けるすべはない。

妹紅　「もう駄目だ！」

眼前まで迫って来る濃密な弾幕。様々な形をした弾が妹紅を追い詰めていく。しかしそのとき！

アリス「ぷしゅ～」

弾が全て消える。同時にアリスがふらふらと空中
を飛び始める。

ま～オーバーヒートってやつだな。スペルカード
の撃ちすぎで終了。
妹紅　「えっと、とにかくチャンス？」

妹紅　「まあとどめさしておこっかな。火の鳥！」

残り少ない力を攻撃にまわし、妹紅は火の鳥を放つ。文字通り赤く、燃えているような弾の塊が進んでいく。

一方のパチュリーは、このアリスの危険に気づいていた。まあ強力な力がいきなり消えたんだからそれは気づくものだ。
パチュ「全く、世話がかかるわね」
こうなることがわかっていたパチュリーは、すでに助けられるよう準備をしていた。用意しておいたスペルカードを妹紅に放つ。
パチュ「プリンセスウンディーネ」

放たれた青い弾は火の鳥へと向かい、それと同時
に自分はアリスの下へ。

しかし、そんなところを見逃す慧音ではない。無防備になったパチュリーに迫ろうとする。

パチュ「いいからそこにいなさい！　ロイヤルフレア！」

弾を放つ慧音に様々な方向から赤い弾がいくつも迫る。いきなりの全方向からの弾に、慧音は攻撃を止め回避に集中せざるをえなくなる。
パチュ「さすがにこれは体に悪いわね、ゴホッ」

覚悟はしていたとはいえ、スペルの連続は体に悪い。特に最後の一つはかなりの負担になっている。
パチュ「でも、急がないと・・・」
早急にアリスを回収したパチュリーはその場から
脱出した。

慧音　「・・・・・・」

妹紅　「ねえ慧音、あいつら追わなくていいの？」

慧音　「この調子なら、また明日もくるだろう。それより
もお前の傷のほうが心配だ」

妹紅　「私は平気よ。死なないもの」

慧音　「死なないのと、痛いのは違うんだろ？　さっ、家
に戻るぞ」

妹紅　「ちぇっ、慧音にはかなわないなあ」

などと喋りながら、二人は林の奥へと消えていっ
た。

　

とまあ、二日目も辛くも妹紅＆慧音の勝利です。けど明日からはさらにやっかいな相手がくるわけで・・・二人は無事に１週間を過ごせるんだか？
三日目

壮絶な戦いが終わり、アリスを背負ったパチュリーが神社に帰ると、そこには掃除をしている霊夢、妖夢、咲夜の姿があった。

パチュ「帰ったわ」

霊夢　「どうだった？」

パチュ「見てのとおりよ」

三人が三人ともパチュリーの姿を見る。が・・・あの激戦をしていたとはいえないほど綺麗な状態だ。傷も目立つものはない。
妖夢　「見てといわれても・・・倒したんですか？」

パチュ「いいえ、やられたわ。というかリタイヤって感じ
ね」

霊夢　「リタイヤ？」

パチュ「ええ、この子が途中で倒れちゃってね。急いで帰
ってきたの」
霊夢　「珍しいわね、アリスが無理するなんて。よっぽど危険じゃないとそんなことないのに」

そういって霊夢はアリスのことをよく見た。力がなく、なんというか空っぽと感じる。

パチュ「初めから飛ばしてたわよ。私が用心していたから大丈夫だと思う」

パチュ「ちなみに犯人はわかってるけど、言う？」

霊夢　「いいわ・・・聞かなくてもわかる」

みんな（魔理沙か・・・）

皆考えることは同じだ。アリスを説得したのは魔理沙。しかもそのあとのアリスの様子はおかしかった。つまり怪しい。

霊夢　「起きたら魔理沙にききましょう」

パチュ「その前にこの子をなんとかしてくれない？」

咲夜　「ええ、私が運びますからパチュリー様はお休みください」

パチュ「そうさせてもらうわ、おやすみ」

そういって、ゆらりとパチュリーは空き部屋へと消えていった。

咲夜　「私はアリスを休ませるから、朝食をお願いね」

そういって、今度は咲夜も消えていく。

霊夢　「私の家は宿屋じゃないのに・・・みんなの分まで作らなきゃいけないの？」

妖夢　「私も手伝いますから、元気を出してください」

霊夢　「あなただけだわ、気を利かすことができる娘。私の家にこない？」

妖夢　「私は幽々子様に仕えていますから。それはできません」

霊夢　「そ、残念ね」

と、なんだかんだで軽口をはきながら、霊夢は妖夢と共に食事を作るのであった。

しばらくすると妖夢に起こされた幽々子と、霊仙、それに魔理沙が起きてきた。

みんな「いただきます」

挨拶を済ますと、みな食事を始める。その中で４人は普通に食べているのだが、２人ほど違うやつがいた。

一人は幽々子。いまだに目を覚ましていないのか、手元がおぼつかない。そしてもう一人は、変というわけではないが、いい食べっぷりをしている・・・

霊夢　「魔理沙」

である。箸を止めた霊夢が、ちょうど先ほどの話
を始めるようだ。

霊夢　「あなた、アリスに何をいったの？」

魔理沙「何の話だ？」

と食べながらも返事。マナーは悪いがちゃんと応
対しできてるのは凄い。

霊夢　「アリスがやりすぎたことよ。あなたが関係あるん
でしょ？」

魔理沙「ああそれか」

霊夢　「あなたでしょ？」

魔理沙「そうだな。私が全力をだせって言った」
霊夢　「・・・・はあ」

咲夜　「全く、無責任なことを言うのはやめたほうがいい
わよ」

妖夢　「そうです。謝ったほうが良いのではないですか？」
鈴仙　「ええ、そのほうがいいですよ」

魔理沙「な、なんだよ」

お気楽娘は事の大きさに気づかないようだ。美鈴とかと一緒に行ってたらどうなってたのやら・・・
霊夢　「いいから、謝りに行きなさい。いますぐ」

魔理沙「いや、まだ食べてる最中なんだが・・・」

霊夢　「いつもたっぷり食べてるんだから大丈夫よ。早く
いきなさい」

魔理沙「しょうがないな」

そういうと渋々魔理沙は部屋に向かっていった。何を謝るのかよくわからずに。

魔理沙は部屋に入ると、アリスとパチュリーが布団を並べて、寝ているのを見つけ、部屋の奥にはいる。
魔理沙「なんだ寝ているのか？」

アリス「いいえ、起きてるわよ」
魔理沙「起きてたのか、え～っとだな・・・」
早速何を言うのが詰まる魔理沙。考えてからいけ
ばいいと思うんだが。

アリス「何？」
魔理沙「とにかく～すまん」
アリス「何が？　意味がわからないんだけど」

魔理沙「たぶん、昨日の戦いに関してだ」

アリス「ああ、そのこと。気にしてないわよ」

意外とさっぱりしてるな～アリス。

魔理沙「そうなのか？」

アリス「自分のせいだわ」

魔理沙「でも・・・体は大丈夫なのか」

アリス「平気よ、隣で寝ている人のおかげでね」

魔理沙「・・・これ、やるよ」

アリス「えっ？」

魔理沙は懐から人形を取り出した。髪の長い、和
製の人形だ。

アリス「これって・・・」

魔理沙「約束だからな、それとお見舞いの品ってやつだ」

うわ～珍しい。なんか魔理沙が気が利くというか、
優しいというか。
アリス「・・・」

アリスも驚きだろうな。声も出ないって感じだ。

アリス「魔理沙！」

しばらくの沈黙の後、アリスは魔理沙に抱きつい
た。って抱きついた？

アリス「ありがと～魔理沙。本当嬉しい」

魔理沙「あ、ああ。喜んでもらえて嬉しいぜ」

これ誰だ？　魔理沙がめっちゃ引いてるんだ
が・・・

アリス「もう魔理沙、かわいい！」

今度はアリスが魔理沙を引っ張り込んだ。その先
には布団がしいてあって、
魔理沙「ちょ、ちょっと待てって」

アリス「待たない！　魔理沙～」

魔理沙ピンチ。このままではアリスの毒牙に・・・
霊夢　「魔理沙～早くしないと、ご飯片付けるわよ～」

魔理沙「ほ、ほら。飯を食おう。いくぞ？」
あわてた様子で、魔理沙は布団から離れようとした。すると、驚いていたアリスの手から逃れる。

魔理沙「さ、先いってるからな」

そのまま流れるように部屋から逃げ出す。魔理沙、
脱出成功。

アリス「あっ、待って～」

続けてアリスも出て行った。

パチュ「・・・・・」

部屋に残されたのはパチュリーのみになった。

パチュ「ようやく静かになったわ。まあ自分のせいでもあ
るけど」

パチュ「ひとまず・・・解除」

祈るように魔法を唱える。他の魔法とは違った唱
え方だ。

パチュ「後はゆっくり寝ましょ」

そういって、静かに目を閉じる。今日は自分らしからぬ行動が多かったせいか、かなり疲れている。だから、

パチュ「・・・・」
すぐにパチュリーは、眠りについてしまった。
横にある「本能を引き出す魔法」の本を隠さずに。

この後、パチュリーが魔理沙にどんだけ責められ
たのか、それは不明である。
魔理沙を中心に起こった騒動が治まり、各自思い思いの行動をしている。その中で魂魄妖夢は今日の戦いにそなえ、刀を研いでいた。
妖夢　「うん、これで大丈夫だ」

幽々子「妖夢、はいるわよ」
そこに彼女の主人である幽々子が現れた。いつも通り陽気そうで、何を考えているかわからない表情だ。

妖夢　「どうかしましたか？」

幽々子「ちょっと話があるの。今日の戦いのことなんだけ
ど」

妖夢　「はい、全力で戦おうと思っています」

幽々子「あ～、なら別に後でいいかな」

妖夢　「何の話ですか？」

何か幽々子の様子が変だ。何か良くないことを考
えてるような・・・
幽々子「ただ、負けたら一週間ご飯はなしね。っていおうと思っただけだから、気にしないで」

妖夢　「・・・・はい？」

予感的中！　妖夢、ご愁傷様。

妖夢　「あの～、本気ですか？」
幽々子「当たり前じゃない、だってそうじゃないと不公平
だし」

妖夢　「不公平？」

幽々子「そうよ、レミリアの所は中国がやったじゃない。
だから内も対抗したの」

妖夢　「うう～勘弁してくださいよ」

幽々子「駄目よ、もう決めたんだから。がんばりなさいよ」

と言っていつもの調子、いやいつも以上に楽しそ
うに出て行った。

妖夢　「どうしよう・・・」

妖夢は途方に暮れる。まあいきなりあんなこと言われたらきついよなあ。でも上司の言うことは絶対！　て感じだし。

妖夢　「覚悟を決めよう」

お、タフだな～。さすがあんなのを上司に持つ奴
は違うねぇ。

妖夢　「絶対に倒す！」
気合満点！　全力で戦うことを再び強く誓う妖夢は、戦いの準備をしに外へ出て行った。

　同時刻、キッチンにて。
咲夜は一人で食事の片づけをしていた。霊夢が逃げ、妖夢がいないとなるとするのが咲夜しかいないからである。

咲夜　「今日はどうしようかしら」

今日は戦いがあるといっても、自分の職務にかわりない。咲夜は特に準備をする気はなく、何をするかと悩んでいた。

レミィ「こんなところにいたの？」

ちょうど先ほどの幽々子のように、レミリアが現れた。こちらは何の用があるんだろう？

咲夜　「お嬢様、何か御用ですか？」

レミィ「ええ、今日の戦いについて話があってね」

咲夜　「話・・・ですか？」

レミィ「そ、まあ話というより約束だけどね」

咲夜　「約束？」

不思議そうな表情を浮かべる咲夜。しかし、その
表情はすぐに・・・
レミィ「今日戦いに行って、負けたら来週あなたに暇を出
すから」

咲夜　「！」

驚愕の表情に変わる。

レミィ「あなた人間だから食事を抜いたらよくないし、だ
からそう決めたわ」

咲夜　「ちょ、ちょっと待ってください。何故私がそんな
こと・・・」

かなり慌ててるなあ・・・レミリアに反論するな
んて珍しいだろうに。

レミィ「私が決めたの。文句はないでしょ？　ないなら私
は寝るから」

といって、サッと部屋を出ていくレミリア。その後姿を、咲夜は見送るしかなかった。

咲夜　「・・・・」

結果、部屋には、放心状態のかわいそうな苦労人
が一人佇んでいるだけ。

咲夜　「負けられないわ」

んで、こっちにも火が付き、
咲夜　「急いで体を慣らさないと・・・」

咲夜は外へと出て行った。
咲夜　「あら？」

妖夢　「あ！」
すると、二人が外で出会う形になった。まあ同じくらいの時間に出たのだから当然か。
咲＆妖「・・・・あの」

咲夜　「あ、先いいわよ」

妖夢　「じゃあ、えっと・・・手合わせ願えませんか？」

咲夜　「えっ！」

妖夢　「駄目なら構いませんが・・・」

咲夜　「いや、ちょっと驚いただけだから。いいわ、しま
しょ」

妖夢　「良かった！　では、早速」

咲夜　「ちょっと待って、集中させて」
妖夢　「はい、では準備ができたら声を掛けてください」

いきなりの展開に、頭が追いついていかないのか、咲夜がストップを掛ける。そして、大きく深呼吸をした。

咲夜　（まさか、同じ事を考えていたなんて。さすがに驚
いたわ）

咲夜　（でも、これは好都合！　私はお嬢様から離れな
い！）

決心がついたのか、今度は意識を張り詰めた。

咲夜　「行くわよ！」

妖夢　「はい！」

二人は距離を開き、呼吸を整える。そして・・・
妖夢　「はっ！」

咲夜　「くらえ！」

戦いが始まった。

二人の戦いが落ち着くころ、辺りは暗くなっていた。というか、すぐに出発しなければならない時間になる。
霊夢　「いいかげんやめて、そろそろ林のほうへ行きなさ
い」

魔理沙「そうだぜ。早くしないと日が明けちまう」

鈴仙　「急いでください、あいつらが待ち構えてるはずで
す」

みなに催促される二人。しかし、戦闘によってテ
ンションがあがっている二人は、

妖夢　「それでは向かいますか」

咲夜　「ええ、行きましょ」
聞こえてるのか、聞こえてないのか。特に休みもせずに二人は飛び立ってしまった。
霊夢　「今回もなんか心配だわ」

レミィ「まあがんばってくると思うわよ」

幽々子「ええ、全力で戦うでしょ」

霊夢　「それはそれで心配なんだけど・・・まあいいや」

レミィ「そうそう、気にせず中に入りましょ」

霊夢　「ちょっと。歩きにくいからあまりくっつかないで
よ」

幽々子「何か食べるものないかしら」

なんともまとまりのない集団が神社に入っていく。
だから多いって・・・

　二人が林に着くと、途端に弾が飛んできた。

妖夢　「危ない！」

咲夜　「くっ」

間一髪、なんとか初弾を二人は回避をした。しかし、攻撃はこれだけで終わるわけはなく、二人に飛び続ける。

咲夜　「このままでは防戦一方だわ、一気にいくわ」

妖夢　「ええ、やりましょう」

声を掛け合うと、二人は一気に攻勢に出る。二人の弾はなかなかに相性が良いようで、敵をどんどん一掃していく。

妖夢　「やりますね」

咲夜　「まだまだ、どんどんいくわよ」
一直線に敵に向かって弾を放つ妖夢。広範囲にナイフを放ち、自在に操る咲夜。この二人がうまく力を合わせていけば、そうそう止められないだろう。

妖夢　「はっ！」

目の前まできていた敵を一刀両断。これで敵の気
配が全て失せる。

妖夢　「早く終わらしてしまおう。そこにいる奴、でてこ
い！」

咲夜　「でてこないなら良いけど、串刺しにするわよ？」

慧音　「やれやれ、今度は物騒な奴らが現れたもんだな」

木の陰から現れる影。みんなご存知、帽子が変な上白沢慧音の登場だ。

慧音　「今日も妹紅を倒しに来たというのか？」

咲夜　「ええ、どこにいるの？」

妖夢　「妹紅はどこだ？」

二人とも、大事なことがかかっているため必死である。まあ必死だからといって・・・

慧音　「通すわけがないだろう。くらえ！」

そういって、弾を飛ばし始める。問答無用って奴
だ。

妖夢　「くっ、そうくるなら実力行使だ！」

咲夜　「ええ、一気にやりましょ」
慧音　「お前たち二人で私に勝てると思っているのか？　
今日は強い相棒はいないんだぞ？」
確かに強い力を持った、二人の主人はない。慧音にとっては、以前のペアのほうが手ごわそうに見えるだろう。しかし、まあ・・・・

咲夜　「ルナダイヤル！」

妖夢　「未来永劫斬！」

今日は日が悪い。二人は全力も全力。強さ増量５
０％って感じなのだ。

慧音　「なっ！」

なすすべなく落ちていく慧音。まあ周り囲まれて戸惑っているうちに、ぶっとい光にきられたら避ける場所はないものだ。
慧音　「なんでこんなに強いんだぁ～」

そのまま林の中に消えていく慧音。八つ当たりでここまでやられるとはかわいそうに。

妖夢　「奥へ向かいましょう」

咲夜　「そうね」

１ページ分もない戦闘を終わらせると、再び二人は先へ進んでいく。途中、道中で様々な敵が現れるが、何も問題はない。けちらされていくだけである。

咲夜　「いたわね」

妹紅は、林の奥の方で体を休めていた。昨日のアリスとの戦いのせいで、疲れが残っていたのである。
妹紅　「もうきたの？　もっとゆっくりで良かったのに」

咲夜　「あんな敵じゃゆっくりする気になりもしないわ」

妹紅　「まあまあ、遠慮せずもう１周くらいどう？」
妖夢　「いりません。あなたを切りにきたのですから」

妹紅　「はあ、しょうがない。力づくで帰ってもらうわ」

咲夜　「できないわ、そんなこと」

妖夢　「私たちが帰る時は、お前を倒したときだ！」

言葉とともに、妖夢が弾を次々放ち始める。妹紅
は慌てて回避行動をとろうと・・・
咲夜　「逃がさない！」

避けるところを咲夜が止めようと、弾を放つ。さきほどはこれと同じ感じで慧音を破ったが、そうはいかない。

妹紅　「この程度なら、たいしたことはないわ。避けるの
はなんとかなるし、当たってもあまり痛くない」

相手は不老不死の人間。この程度の攻撃でやられ
る強さではない。

咲夜　「なら、あなたもこれをくらいなさい！　妖夢、い
くわよ」

妖夢　「ええ、いきましょう！」

咲夜　「ルナダイヤル！」

妖夢　「未来永劫斬！」
さきほど慧音を瞬殺したコンビネーション。これ
はさすがに妹紅でも・・・

妹紅　「くっ、よけられない」

そのまま被弾する。しかも、二人のスペルカード
が直撃した。これは痛い。

咲夜　「やった？」

妖夢　「・・・・いや、まだくる」

妹紅　「リザレクション」

相手は不死。痛くても、戦えないわけではなく、
完全に倒さなくてはならない。
妹紅　「今度はこっちの番よ！　月のいはかさの呪い」

大きな剣の形が二人に迫る。しかしスピードはな
く、余裕で避けきれる。

妖夢　「この程度、当たるわけがない！」

咲夜　「そうよ、こんなの・・・・・きゃあ！」

だが、被弾してしまう。直撃ではないが、無傷と
はいえない状態である。

咲夜　「避けたはずなのに」

気分が高ぶっているせいで、頭が回りきれない。何故あたったのかわからないようだ。

妖夢　「くっ、くそ」

同じく妖夢がてこずっているようだ。優秀な瞬発力のおかげで被弾はしていないが、防戦一方になっている。

妹紅　「あなたたちなんかに負けないわ。前回は油断した
だけ」

妹紅　「今度こそ倒してやる！」

今度は妹紅の反撃が続く。場は一変して妹紅優勢
だ。

咲夜　「どうすれば・・・」

前に一度戦ったときに見ているはずなのだが・・・焦りのせいでうまく思い出せないようだ。このままでは記念すべき３連敗に・・・

咲夜　「きゃああああ」

王手がかかったようだ。咲夜が被弾して林の方へ
飛ばされていく。

妹紅　「あとはあなただけ！　素直に当たりなさい！」

妖夢　「このままではやられるだけだ・・・どうすれば勝
てる？」
妹紅　「いいから落ちなさい！」

ぎりぎり避けていた妖夢も限界が近い。それにさ
らに、

妹紅　「スピードアップ！」

剣の速さが上がる。これではさすがの妖夢も厳し
い。
妖夢　「うわあああ」

って、言ったそばから落ちてるし。駄目じゃん・・・。

妹紅　「今日はだいぶ楽だったわ。これで傷が癒せそう」
すぐに決着がついたおかげで完全にまったりモードである。そりゃあまあ、あんだけ強い攻撃が直撃したんだから倒れてると思うが・・・

咲夜　「まだよ。やられる訳にはいかない！」

妖夢　「そうだ、まだだ！」

今日の二人は違う！　咲夜も妖夢も猛烈に燃えて
いる～

妹紅　「あら、まだそんな元気なの？　あきらめれば良い
のに」

咲夜　「いいえ、あきらめないわ。まだ手はある」

しかし、根性で蘇ったとはいえ、体はボロボロだ。おそらく、スペルカードも大して打てない状態だろう。どうする気だ？　この二人。
妖夢　「全力でいきましょう。再生されないぐらいに強烈
なものをぶつければあるいは」

咲夜　「それしか手はないわね。やるしか・・・」

妹紅　「確かに圧倒的な力をぶつければ、、なんとかなるかもね。でも、あなたたちにできるかしら？」

妖夢　「やってみなければ・・・」

咲夜　「わからないわ！」

妖夢　「業風神閃斬！」

咲夜　「殺人ドール！」

彼女たちの中で、トップレベルのスペルカードが
同時に繰り出される。○○○○

さまざま軌道を見せるナイフ、それに、妖夢の斬撃によって増えていく弾が妹紅に迫る。普通なら間違いなくボムで誤魔化すレベルだ。しかし、化け物は違う。

妹紅　「この程度ならなんとかなるわ。これで終わり？」

だがこのときの妹紅は、二つ失敗をしていた。一つは昨日のアリスでの傷の影響に気づかなかったこと。もう一つは・・・

妖夢　「くらえ！」

咲夜　「やられなさい！」

二人の気合を甘く見ていたことだ。妹紅は回避が追いつかなくなり、直撃をくらい続ける。

妹紅　「くっ、いきなり強くなるなんて・・・・油断した
～」

そして、しばらく弾に撃たれた妹紅はついに倒れ
た。気合と脅迫の勝利である。
妖夢　「勝った～」

咲夜　「辛かった・・・」

二人は力を使いきりふらふらと飛んでいる。まあ力なんてカス程度しか残っていないんだろう。

妖夢　「あ～もう駄目」

咲夜　「私も・・・駄目」

で、その場で妹紅となかよくばたんきゅー。って
おい！

どっちの勝ちだよこれ・・・わからないんだけど。
まあ、頑張ってたし妖夢＆咲夜ペアの勝ちにしておくか。うん、そうしよう。

ということで、３日目は辛くも妖夢＆咲夜ペアの勝利です。そういうことにします。明日から危険メンバーばかりなので、まともな戦いはもうない気もしますが、戦いは続きま～す。

四日目

　
朝は静かに訪れていた。昨日の戦いなど微塵も感じさせないほどの静かさである。それもこれも騒ぎの原因達が・・・

三人　「ぐ～」

爆睡中だからである。かなりの無理をお互いして
いたせいで、起きる様子がまったくない。

慧音　「どうなってるんだ、これは？」

おっと、唯一ここにいてまともだった奴がやったきたな。一撃しか食らってなかったから思ったより元気なようだ。

三人　「ぐ～」

慧音　「私にどうしろというんだ、この状態を」
まあ困るわな。でもまあ、昨日の敵は今日も敵な
ので、
慧音　「こいつらは放っておくか、まずは妹紅の手当てだ
な」

妹紅を連れて、慧音は帰宅した。二人は放置。

二人　「う～ん」

こいつらは昼ぐらいまで目覚めないだろう。で、
神社のほうは～

フラン「おなか減った～！」

レミィ「本当ね・・・目の前にいる人間の血でも飲もうか
しら？」

魔理沙「そいつは勘弁して欲しいな。悪いのはどこかいっ
た巫女だ」

パチュ「霊夢はどこにいったの？」

鈴仙　「村の方へ仕事だと言ってました。お払いかなんか
じゃないですか？」
幽々子「幽霊はここにいるのに・・・逃げてわね」

紫　　「呼び出そうか？　無理やり引っ張るだけだけど」

アリス「やめたほうがいいわ。本気で追い出される」
幽々子「それはめんどうねぇ」

危険状態になってる・・・・飢えた狼の群れより
怖えよ。

フラン「ねえ、咲夜達は～」

レミィ「そういえばいないわね。いたら食事の用意をさせ
るのに」
魔理沙「食事をちゃんと作れる奴、みんないないんだよな
～」

これだけそろいもそろって、皆ちゃんと作れないやつばかり。独り者で適当にしか作れない奴とか、他の人間に任してる奴ばかりだ。あ、あと作るきない奴。
アリス「あなたは作れないの？」

鈴仙　「え？　私ですか」

期待のホープ発見！　これで飢えの世界から脱
出！

鈴仙　「私は、何故かいつも調理当番からはずされてて・・・
作り方は知ってるのですが」

他７人「・・・・・」

できないな。さすがにこれはみんな気づく。危険
だ。

幽々子「仕方がない。作れる人が帰ってくるまで待ちまし
ょ」

レミィ「そうね。私たちも食事は咲夜に任してるから、食
べれないし」

フラン「おなか空いた～」

この状態がまだ続くのか・・・早くおきろ～二人とも。あと霊夢逃げてないで収拾つけてくれ。
とその期待もむなしく、時間は過ぎていく。幸い危険なことはぎりぎり回避されてはいるが本当に怖い。

　
そして、日が高く上りきったころ。

霊夢　「ただいま」

妖夢　「帰りました」

咲夜　「戻りました」

問題の三人が帰ってくる。二人は疲れてへとへと、一人は大きな風呂敷を抱えて少しの疲れを見せている。
その三人が居間へと入っていく。そこに待ってい
るのは・・・

みんな「・・・・」

八人からの視線であった。かなり待たされただけ
あって、かなり機嫌が悪そうだ。

霊夢はともかく、他の二人もこの異変に気づく。
のはいいんだが・・・
妖夢　「あれ、みなさんどうしたんですか？」

一言多かった。さようなら妖夢。

フラン「血をよこしなさい！」
肉眼で捕らえるのが不可能なほどのスピードで、フランドールは妖夢に襲い掛かった。他の面子は反応できない＆する余裕がない。

妖夢　「ちょ、ちょっと何するんですか！」

咲夜　「お嬢様落ち着いてください！」

レミィ「あなたに落ち着けという権利はないわ」

咲夜　「えっ！」

レミィ「まさか、気づいてないなんてね。あなた、何か忘
れてない？」

咲夜　「あっ・・・」

吸血鬼は血がご飯。しかし、周りは普通に飯を食べる。もちろん霊夢は人間だから普通だ。い
じゃあ血はどこからきたのか、それはもちろん・・・

咲夜　「今日は館から血を持ってきてない・・・」

持ってきてるに決まっている。しかも、毎日新鮮なものをと思い、いつもとりにいっていたのだ。

咲夜　「私としたことが、こんな失敗をするなんて・・・」

さきほど疲れていた状態より、さらに咲夜の顔が青くなっていく。恐怖のせいか、自分の失態が許せないせいのかはわからない。
レミィ「あなたにしては、珍しく失態をさらしたわね。覚
悟はできてる？」

咲夜　「あ、あ・・・・」

レミィ「今から屋敷に戻っておしおきよ。夜までずっとね」
幽々子「そうね～。妖夢もそうしましょう。私おなかへっ
てすごく嫌だったし」

妖夢　「幽々子様～」

やはり二人とも大ピンチだな。無事にいられるか怪しい感じだ。つかアウトだなこれは。

霊夢　「はあ、まったく」

いきなり霊夢が抱えていた風呂敷を下ろし始める。そして、中から荷物を取り出し始めた。

霊夢　「とりあえずこれでも飲んでなさい。少し落ち着く
でしょ」

レミリア、フランドールにシュート。

霊夢　「幽々子もはい」

今度は幽々子にシュート。さらに今度は他の面子
にも投げていく。
魔理沙「なんだ、これは？」

皆に投げたものは布に包まれている固形物。吸血鬼姉妹に投げたのは少し形が違うが、同じく布に包まれている。

霊夢　「あなたたちが欲しがっていたものよ。さっさと開
けなさい」

みんなは、その言葉に素直に従う。そして中から
出てきたものは・・・

魔理沙「おにぎりだ」

レミィ「この入れ物に入ってるのは・・・血じゃない」

フラン「えっ！　本当？」

霊夢　「まったく、みんな良く食べるから大変なのよ？　今日なんかわざわざ里へ降りてもらいに行ったんだから」

フラン「お姉さま！　飲んで良い？」

レミィ「まあ、霊夢が用意してくれた奴だから大丈夫でし
ょう。いいわよ」

フラン「わ～い、やっと飲める～」

霊夢　「味は保証しないわよ？　輸血用の血を無理しても
らってきたんだから」

フラン「おなかがへってたから問題ない～」

とごくごくと飲んでいく姉妹達。ちなみに横では
他の面子が黙々と食っている。

霊夢　「それじゃあどうせ足らないでしょ？　何か作るか
ら待ってて」

霊夢　「あ、ただ血はもうないから、咲夜お願い。後、妖
夢も手伝って」

妖夢　「あ、はい」

咲夜　「わかったわ・・・」

レミィ「待ちなさい」

出ようとする三人を引き止めるレミリア。まあさっきの件をながすほど甘くはないようで。

レミィ「あなた、勝ったのよね？」

咲夜　「はい、それに関しては大丈夫です・・・」

レミィ「なら、今日のことはそのときの約束で許してあげ
るわ」

咲夜　「えっ！」

レミィ「あら、不満？　なら何かとびきりのを考えるけど」

咲夜　「い、いえ！　ありがとうございます」

幽々子「じゃあ妖夢もそういうことで」

妖夢　「う、わかりました・・・」

霊夢　「話は終わり？　もういくわよ」

レミィ「ええ。咲夜、新鮮な血を頼むわよ」

咲夜　「わかりました」

こうして、３人はなんとか無事に居間を脱出した。

妖夢　「あの、ありがとう」

部屋から離れると、妖夢は口を開いた。
霊夢　「別に気にしなくて良いわよ、いつものことだから」

それをサクッと返す霊夢。こんなだから、周りに大人気だ。つーかまとわりつかれている。
霊夢　「いいから二人とも外に行きなさい。気分晴らしに
でたほうが良いでしょ？」

妖夢　「申し訳ない・・・」

咲夜　「感謝するわ」

言って、二人とも外に出て行く。先ほどよりはましだが、顔色が良くないのは変わらないままだったのだ。

霊夢　「全く、手間のかかる集団だわ・・・はあ」

本当に苦労人の霊夢であった。

なんだかんだで無事食事を終えると、皆はそれぞれどこかへ出ていってしまった。その中の一人、フランドールは魔理沙を探している最中であった。
フラン「どこいったんだろう？　一緒に遊ぼうと思ったの
に」

食事を済ませると、すぐにどこかへ行ってしまった魔理沙。おかげでフランドールは先ほどから彷徨っている。

フラン「あ～もお！　どこにいるのよ。っと、ちょうど良
いところに誰か来たわ」

向こう側からくるメイド姿の人物。それは一人し
かいない。
フラン「咲夜、魔理沙しらない？」

咲夜　「魔理沙ですか？　えっと・・・」

いきなりの質問に答える咲夜はなんともはっきりしない。やっぱさっきの利いてるなあこりゃ。

咲夜　「確か、どこか外に出かけたと思います。多分・・・」

フラン「え～、私は外に出れないのに・・・ずるい～」

咲夜　「そうおっしゃられましても」

吸血鬼の体に日の光は良くない。ここまでくるのにも一苦労だというのに、どこにいるのかわからない魔理沙を探しまわるのは難しい。

フラン「む～、しょうがない。魔理沙が帰ってくるまで力を貯めてよっと。帰ってきたら・・・ふふふ」

咲夜　「そうしてください。では私はこれで」

フラン「ええ、じゃあね」

正反対の足取りで二人は別れていった。これからの期待と絶望、わかりやすいものである。

場所は変わって魔理沙宅。フランが探している間に、魔理沙は帰っていたのである。

魔理沙「あそこにいるとフランドールがうるさいからな。
ここなら安心だぜ」

どうやら魔理沙は逃げてきたようだ。まあ年中フランドールと一緒にいたら体がもたんわ。

魔理沙「っと、忘れないうちに探し物をしとくか」

なにやら魔理沙がごそごそ始める。ただこのぐちゃぐちゃの部屋じゃ探しものなんか見付からないんじゃ・・・
魔理沙「あった、あった。これだな」

なんで見つかるんだ？　ある意味これも魔法だな。

魔理沙「これで今日の夜も安心だな。あとは、戻るだけだ」

なにやら気分よさそうに一つの瓶をぐるぐる回し
ている。いや、危ないし。

魔理沙「さあて、機嫌を損ねすぎないうちに戻るかな」

といいながらいつも通り空をかっとんで行った。

なんだろう、あの瓶は？　すぐ横に同じような瓶
が転がってるけど。

まあ、気にしないことにしよう。後でわかるさ～

　ということで魔理沙帰宅。つ～か到着。んで、
早速

フラン「あ～いた！」

見つかってしまう魔理沙。逃げてたはずなのに運
が悪いねえ、魔理沙。
魔理沙「ん、どうしたんだ？　遊んでほしいのか？」

と思ったが機嫌がいいな魔理沙。結構苦手だと思
ったんだが違うのか？

フラン「そうだよ～。いきなりいなくなるから探したじゃ
ない」

魔理沙「悪いな、あとでプレゼントやるから許してくれよ」

フラン「プレゼント？　何かくれるの？」

魔理沙「ああ、特別製のいい奴をな。夜になったらやるか
ら、楽しみにしてろよ」

フラン「やった！　期待してるわよ？」

魔理沙「ああ、任せとけって」

なんか変だな・・・魔理沙が優しすぎるような。う～ん。

魔理沙「楽しみはとっとくことにして、いまは休んだらど
うだ、探し疲れたろ？」

フラン「そうね、じゃあまた夜にしましょ。おやすみ魔理
沙」
魔理沙「ああ、おやすみ」

フランドールは楽しそうに部屋へ戻っていった。
残された魔理沙は・・・

魔理沙「これなら心配はなさそうだな」

一人笑みを浮かべていた・・・こわっ！　やっぱ
なんかたくらんでるし。

はてはて、いったい何たくらんでるのやら。まあともかく、夜になるまで待ってみよう。

夜になると、相変わらずの送別が行われていた。総勢１１人の集団は今から何か企んでいる悪の組織のようである。

霊夢　「ねえ、なんかムカつくんだけど」

パチュ「あなたも？　私も何かそんな気分」

・・・・怖いからやはり言葉には気をつけよう。何されるかわからん。

魔理沙「おいおい二人とも。見送るくらい真面目にしてく
れよ」

霊夢　「あなたに言われたくないわね、真面目なんて似合
わないわ」

パチュ「同感ね」

魔理沙「まあいいけどな。んじゃいってくるぜ」

フラン「おもいっきり遊んでくるわ」

レミィ「ええ、一気に発散してきなさい」

フラン「は～い」

二人は飛び立っていった。そして、その姿がすぐに見えなくなると、一同みんなため息をつく。

霊夢　「魔理沙、また何か企んでるわね」

アリス「ええ、そうみたい」

レミィ「まあフランなら大丈夫でしょう」

霊夢　「そうね、気にしないことにしましょう」

そういって、いつもどおり皆神社に戻っていく。信頼されてるんだか、諦められてるんだか微妙な感じだ。

まあともあれ、今回最凶のペアが出発した。妹紅
は大丈夫かなあっと。

二人はぐんぐん飛ばして、竹へと近づいていく。そのスピードは衰えることはなく、目の前まで簡単についてしまった。
魔理沙「よし、ここでちょっと止まれ」

フラン「どうしたの魔理沙？　早くいきましょ」

魔理沙「プレゼントを渡してないだろ？　ほら」

そういって、瓶をフランドールに渡す。って、そ
れさっきの怪しい薬じゃん。
フラン「これがプレゼント？　なにこれ」

魔理沙「特殊な効果がある薬だ。何がおこるかはお楽しみ」

フラン「ふ～ん、飲めばいいの？」

魔理沙「ああ、結構味も良いぜ」

かなり胡散臭いな～。そんなもの飲む奴いるわ
け・・・

フラン「じゃあいただくわ」

って飲んじゃったよ。疑いもせず全部。

フラン「結構おいしいわね。悪くない・・・わ」

突然フランドールの様子が変わる。なにか苦しそ
うである。

魔理沙（おっ、効いてきたな。これで今日はいいなりにな
るな）

実はこの薬は魔理沙が作った惚れ薬のようなもの。飲んでしまうと、目の前にいる人間の言うことを聞かずにいられなくなってしまうというものだ。

魔理沙（今日一晩しか効かないだろうけど、今日一日あれば十分だ。これで安心して戦える）

今日一番不安だったこと。それはフランドールが戦いで満足しなかったとき、自分が相手をしなければならなくなることだった。

もちろんいつも振り回されてばかりのフランドールに、命令をしてやりたいと思う気持ちもあるが、それは後。ひとまず身の安全の確保をする。魔理沙、考えたな。ただ～

フラン「・・・」

魔理沙「おっ、薬が効いたかな？」

フラン「魔理沙～」

魔理沙「わっ、なんだ！」

突然魔理沙にフランドールが飛び掛かる。たまらず避けたが、フランドールは魔理沙を狙ったままだ。

魔理沙「なんでだ？　おい、落ち着け。来るな！」

フラン「魔理沙～」

魔理沙の言葉など何の意味もなし。まだまだフランドール
は魔理沙に襲い掛かる！
魔理沙「とりあえず、逃げろ！」

たまらず逃走。自慢のスピードを生かし、一気に
加速していく。

フラン「待ってよ～」

しかし、それを追いかけるフランドールもかなり早い。もう見えない位置へ行ってしまった。まあ、なんだかんだで敵の方にいったからましかな。

魔理沙「全然ましじゃな～い」

当人からしてみてみれば意味がわからんだろうなあ。冷静になればわかると思うんだが・・・この状態じゃ無理だろうし。
フラン「待て待て～」

気を緩ましたら、アウトだな。捕まったら何され
るかわからん。ただ心配なのは・・・
魔理沙「ああ、もう邪魔だ！」

敵の真っ只中なんだよな～。大丈夫なのか？

フランドールは規格外だから、良いとして。

前にいる魔理沙は・・・きつそうだな。あのままじゃ追いつかれるか被弾するかしそうな・・・

魔理沙「ああ、もううざい！」

なんかいやな予感。もしや・・・

魔理沙「ブレイジングスターだ！」

危険技がついにでちゃった～。道中の敵がかわい
そう過ぎる。
慧音　「なんだ？　ずいぶんと騒がしい・・・」

あ、もっとかわいそうな娘が！

魔理沙「邪魔だ、邪魔だ！」

慧音　「うわあああ！」

魔理沙に跳ねられ、

フラン「どきなさい！」

慧音　「酷すぎる～」

フランにぶっとばされると。中ボスがこの扱いと
は恐ろしい・・・

というかこの二人誰が止めるんだ？
妹紅　「あら、今日もきたわね？」

あっ妹紅。君なら止められる・・・のか？

妹紅　「今日こそすぐに終わらせるわよ」

妹紅　「フジアヤマヴォルケイノ！」

先頭を走っている魔理沙に、集中した弾幕がまず
向かう。その後、さらに弾が・・・

妹紅　「いたい～」

いく前に跳ねられる妹紅。さすが音速、当たる前
に弾き飛ばす。
フラン「だから邪魔なのよ！」

さらにフランドールの追加。妹紅大丈夫か？

魔理沙「つ、力がもう持たないか」

妹紅が大変なことになっている間に、鬼ごっこが終わる。魔理沙のスタミナ切れだ。さすがにずっとぶっ通しはきつすぎたようだ。

フラン「やっと追いついた！　魔理沙～」

魔理沙「くっ、待て。ちょっと離れてろって」

今のフランドールは危険すぎる。さすがに魔理沙といえど相手にしたくないものだ。

妹紅　「ちょっと、私を無視するなんてひどいんじゃない
の？」

あっ、生きてた。結構元気そうだな。

魔理沙「うるさい、お前のせいで捕まったじゃないか！」

妹紅　「えっ？　何の話よ」

魔理沙「しらばっくれても無駄だ、くらえ！」

妹紅　「ちょ、ちょっと待ちな・・・」

魔理沙「ミルキーウェイ！」

言葉途中な妹紅に星の弾が幾重にも迫る。怒りの為か、いつもより弾幕がやばいような・・・

妹紅　「だから、まてって」

フラン「面白そうね、私もやろうっと」

フラン「クランベリートラップ」

妹紅のことなんて完全無視。もはや遊び道具にしか見ていないフランドールも、攻撃を仕掛ける。星の弾に周りを囲まれ、赤の弾にも追われ、さすがの妹紅も、

妹紅　「だから～」

直撃する。そのまま落下～。あわれ妹紅。

魔理沙「よし、これで終わりだな」
フラン「魔理沙～」

魔理沙「こっちが終わってないか・・・」

妹紅　「いいえ、こっちもまだよ」

魔理沙「しぶといな」
妹紅　「やられてばかりなのもさすがにね、ってそれはい
いのよ、それより！」

今度はフランドールの方に目を向ける。

妹紅　「あなた誰？　なんか見たことがあるきがするけど」

フラン「私？　私はフランドール・スカーレット」

妹紅　「スカーレットってもしかして・・・」

魔理沙「レミリアの妹だ、いつも家に監禁されてるから、
大はしゃぎだぜ」
妹紅　「げっ！　あのタチが悪い奴の妹？」

フラン「・・・・・」

魔理沙「あっ、馬鹿！」

世の中には言ってはいけないことがありま～す。
そのうちの一つは～

フラン「お姉さまを馬鹿にするな！」

好きなものを馬鹿にすることで～す。妹紅ご愁傷
様。

フラン「フォーオブアカインド！」

姿が四つに分かれ、それぞれが弾を出し始める。それぞれが細かく、かなりの数を出しているので、妹紅はまた追い詰められていく。

妹紅　「無理～」

魔理沙「私も参加するかな、シュートザムーン！」
今度は後から魔理沙が参加して撃ち始める。星から発射されてくるレーザーは動きを制限し、妹紅に迫っていく。

妹紅　「だから無理だって！」

またもや被弾。いい加減力尽きるな。

妹紅　「もう怒った！　これ以上お前たちにやられはしな
い」

魔理沙「どうする気だ？」

妹紅　「こうするのよ！　バゼストバイフェニックス！」

１日目で美鈴たちを倒したスペルカード、バゼス
トバイフェニクス。

あいつらに通用したこのスペルカードだが、こい
つら相手で大丈夫かなあ？

普通に考えたら、そうそうやられるものじゃない
んだけど・・・
フラン「レーヴァテイン！」

姿を消した妹紅を見て、フランドールが大きな赤い剣のようなものを振り回す。もう何も振り回してるせいで、少し妹紅に当たってはいる。

魔理沙「んーここら辺だな」

魔理沙「マスタースパーク！」

いきなり究極兵器を放つ魔理沙。向きも適当に撃
ってるはずなのに・・・・

妹紅　「ぎゃ～」

なぜか直撃。やはりおかしいな、こやつら。

フラン「そこね！」

声の方に赤い剣も向かう。剣は太く大きく、そっちに振るうだけで妹紅に直撃する。結果的にでかいの二発食らった妹紅は・・・

妹紅　「もうやだ！　きゅ～」

力尽きた。いくら耐久弾幕が基本といっても、パワーキャラ二体相手じゃ耐え切ることはできないな。

フラン「あれ？　もう終わり」

魔理沙（今のうちに逃げないと・・・）

フラン「じゃあ今度魔理沙と遊ぼうっと。ねえ魔理沙～」

魔理沙またまた全力逃走。今度は神社に向かって
まっしぐら。

フラン「あ！　待ちなさいよ」

魔理沙「誰が待つか！　もう休ませてくれ」

フラン「いやだ、つまんな～い」

また鬼ごっこの開始か。魔理沙も大変そうだ。

まあ魔理沙のこの後は知らんが、とりあえず戦い
は終了。
４日目は魔理沙＆フランドールの圧勝という事で
終わりで～す。

　５日目

　夜が明ける前になると、神社に二つの影が到着した。片方はふらふらとして頼りなく、もう一人は軽快な感じで歩いている。
魔理沙「もう、無理だ。部屋に戻る」

フラン「え～終わり？」

魔理沙「私は寝る、後は勝手にしろ」

フラン「そんなぁ・・・あっ！」

何か閃いたのか、フランドールは突如機嫌を良くした。魔理沙・・・疲れてるからって適当な発言は危ない気が・・・・

フラン「うん、魔理沙は寝てて良いわ。おやすみ～」

魔理沙「おやすみ～」

何も疑いも持たず部屋へと戻る魔理沙。その姿が見えなくなるあたりでフランドールが後をついていく。
フラン（ふふ、魔理沙と一緒に寝れるチャンス～）

魔理沙危うし。とはいえ、誰も止めてくれる人が
いるわけもなく・・・

そのまま二人はまったりと寝てたとさ。めでたし
めでたし。

時と場所は変わって、昼飯後の幽々子の部屋。そこではたちの悪い悪女コンビが寝腐っていた。

幽＆紫「ぐ～」

しかしこいつら良く寝るな。ここにいる間の半分
以上は絶対寝てるな。

幽＆紫「ぐ～」

しかも起きる様子まったくないし。誰かいいかげ
ん起こせ～

妖夢　「幽々子様～」

って、いったら来たよ。頼りないけど。

妖夢　「今日は幽々子様達の番ですよ？　何か準備しなく
ていいんですか？」

聞き直れた声に、幽々子が目覚める。まあ寝ぼけ
半分だが。

幽々子「う～ん、大丈夫よ。準備はできてるから」
妖夢　「本当ですか？　そんな話聞いてないですけど」

幽々子「心配なら紫ん家にいってみなさ～い。私は眠いから寝るけど」

妖夢　「あっ！　ちょっと幽々子様～」

幽々子「ぐ～」

妖夢　「はあ、しょうがない」

秒で寝てしまった幽々子を起こして怒られたら、堪ったもんじゃない。素直に妖夢は紫家へと向かうのであった。

妖夢が家に近づいていくと、見覚えのある影が二つ見えた。あの特徴ある耳と尻尾の二人は・・・
蘭　　「ん？　なんだ。妖夢じゃないか」

橙　　「あ、本当だ！　久しぶり～」
妖夢　「ああ。こんにちは」

式神二人組みである。普段来客がないことや、主人のいないこともあってとても暇そうである。
蘭　　「ここまで来るなんて、珍しいな。どうかしたのか？」

妖夢　「今日の戦いについて、心配をしていたら・・・」

蘭　　「ああ、そのことか。それなら問題ないぞ」

妖夢　「そうなんですか？」

いくら蘭の言葉とはいえ信用しがたい。なんせあの主人だ。いったい何を企んでるのやら・・・

蘭　　「心配なら準備しているところを見ていくか？」

妖夢　「よろしいんですか？」

蘭　　「ああ、問題ないと思う。むしろこのほうが楽・・・」

妖夢　「えっ？」

蘭　　「いや、何でもない。こっちにきてくれ」

このところ、様子が変なのが多いなあ。こっちは
何を考えてるんだか？
俺の不安はよそに、三人は屋敷のほうへと進んでいく。妖夢が前を歩いてるのが気になるのは俺だけだろうか？
妖夢　「うわあああ！」

あ、予感的中。なんか知らんが妖夢はすきまに落
ちていく～
蘭　　「夜になるまでそこにいてくれ。特に害はないから
安心していい」

橙　　「なにもないから暇だろうけど、我慢してね～」

妖夢　「それより、なんでこんなところに落とされてるの
か、説明を！」

蘭　　「じゃあまた夜にな」

橙　　「ばいば～い」

妖夢　「・・・・」

すきまが閉じて別空間に取り残される妖夢。ろく
なことがないなこの娘。
妖夢　「私が何をしたって言うんだ～」

かわいそうな妖夢の悲痛な叫びも、誰かに聞こえ
ることはなかった。

妖夢が消息を絶ってから、かなりの時間が過ぎた。というか、日が暮れて戦いの時間になる。
霊夢　「ねえ、なんか一人減ってる気がするんだけど・・・」

魔理沙「細かいことは気にしなくてもいいと思うぜ」

咲夜　「ええ、別にいいと思うわ」

霊夢　「う～ん、そうね」

なんつードライなやつらだ。人間がこの反応じゃ、妖怪は・・・

パチュ「早くいってきたら？」

レミィ「あんたたちなら大丈夫でしょ、さっさと終わらし
てくれば？」

フラン「がんばってね～」

幽々子「いってきま～す」

紫　　「う～、眠いけどいってくる」

もっと無理だわな。というか気づいていない奴すらいそうだ。しかも、二人とも行っちゃうし。
霊夢　「さて、中に入りましょう」

アリス「そうね」

ってなかに入ってちゃったよ。酷すぎやしない
か？　こいつら。

鈴仙　「妖夢さんは何処言ったんだろ？　ちゃんとお礼を
言いたかったんだけど・・・」

お、気づいたのが一匹いた。妖夢良かったな～
探してくれる奴はいないけど・・・・

昨日のコンビとは違い、ゆったりふらふらと流れるように、二人は竹藪を進んでいく。パッと見るとただのお間抜け組みに見えるが、実際はかなりの力がある。というか同ランクの強さを持つものはかなり限られている。

そんな凄い二人組みなんだが・・・いくら見ても
凄く見えないな。

幽々子「で、何を倒すんだっけ？」

紫　　「ん～覚えてない」

おいおい。この天然ズ（本当に天然か怪しいが）をなんとかしてくれ。このままじゃ何もしないで帰ってきそうだ。

幽々子「まあ、適当にぶらぶらしてれば何か出てくるんじ
ゃない？」

紫　　「ん～、そうしましょう。早速そこに何かいるし」

慧音　「今日はまた凄いコンビが来たものだな」

ナイス慧音！　これでこいつらがちゃんと戦って
くれるぜ。

紫　　「なにも凄くないわよ」
幽々子「ええ、私たちは別に」

慧音　「そんな強力な妖気を出しておいてよく言うな」

幽々子「そう？　別に普通じゃない」

慧音　「やれやれ、厄介な相手だ」

つかみどころのないところが、相手をする方としては嫌なのだろう。何を考えているかわからんもんなあ・・・

紫　　「余分な話はいいわ、さっさと倒して帰って寝まし
ょ」

幽々子「そうね、帰って寝たいわ」

慧音　「そんなに帰りたいなら、帰らしてやる！」

慧音　「一条戻り橋！」

突如出現した幽々子と紫の後ろのほうから、弾が迫る。しかし、慌てた様子もなく、二人は優雅に、ゆったりと避けていく。その避け方に、危なげは全くない。

慧音　「な、何！」

慧音は無理して撃ったスペルカードを、こんなひらひら避けられるとは予想しなかっただろう。まあこいつら以外でこんな落ち着いて避ける奴等いないし。驚くのが普通だ。

幽々子「あんま面白くないわね」

紫　　「そうね、めんどくさいから片付けましょう」

幽々子「スワローテールバタフライ」

紫　　「ストレートとカーブの夢郷」

下らない理由での攻撃なのに、実際に繰り出される攻撃はかなり激しい。両方とも動きを束縛されるものの為、どんどん慧音は追い詰められ・・・
慧音　「こんなおかしい奴等と戦ってられるか～」

二人から繰り出される弾幕になすすべなく落ちていく慧音。化け物二連戦に関しては、ご愁傷様としかいいようがないな・・・
幽々子「さっ帰りましょ」

紫　　「ええ、退屈だったわね」

妹紅　「なら、私があなたたちと遊んであげる」

今度は妹紅の登場か。力的には十分なんだけど、
この２人相手じゃちょっと・・・

慧音　「今回はこれで終わりじゃない！　まだ行くぞ」
幽々子「あらら、丈夫ね～」

妹紅　「今度は２対２よ！」

紫　　「ん～、どうしよう？　幽々子」

幽々子「めんどくさいし、よろしく～」

慧音　「何をする気だ？」

まさか・・・ひょっとして・・・

紫　　「オ～プン」

紫の声とともに、いきなりはざまが現れる。ん？　
これ見たことあるきがするぞ？

橙　　「わ～い、こんにちは～」

蘭　　「紫様。大丈夫ですか？」

妖夢　「えっ。えっ？」

紫　　「私は大丈夫よ、それよりその娘大丈夫？」
幽々子「ほら、しっかりしなさい、妖夢。敵が目の前にい
るわよ」

妖夢　「敵って・・・あれ？」

なんつ～か、凄いなこりゃ。一気に３人増えたぞ？
慧音　「お前たち汚いぞ！　こっちは二人なのに５人なん
て！」

紫　　「あら、公平な人数でないと戦っちゃいけないなん
て決まってないわよ？」

妹紅　「そうだけど・・・おかしいと思わないのか？」

紫＆幽「全然」

妹紅　「・・・・」

妖夢　「あの、この方たちはこういうかたなので気にせ
ず・・・」

幽々子「あら言うじゃない、妖夢。あなたがそんなことい
うの？」

妖夢　「あっ」

気が動転してるみたいだな～。口は災いのもとだ
ぞ、妖夢。

妖夢　「あ、あの・・・」
幽々子「ま、許してあげるわ」
妖夢　「えっ！」

幽々子「あいつら倒せばね、というか皆でやりましょ」
紫　　「そうね～、そのほうが早いし」

蘭　　「やりますか」

橙　　「やろーやろー」

妖夢　「・・・・いきます！」

妹紅　「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」
さよなら、二人とも。今回も君たちにまともな未
来はないようだ。

橙　　「いくよ～飛翔韋駄天！」

まずは先陣は橙。当たりを飛び回り弾をばらまき、
相手の動きを制限する。

蘭　　「次は私だ。狐狸妖怪レーザー」

今度は蘭から、一直線にレーザーが発射される。なんとか二人とも避けるが、左右に分断されてしまう。しかもさらに、蘭の弾が迫ってゆく。

妹紅　「くっしまった！」

慧音　「妹紅！」

直撃。しかしこれでは終わらない。次は

妖夢　「私の番だ！　未来永劫斬！」

大きな剣の形をした攻撃が、今度は慧音に迫る。スピードは凄まじく、避ける暇もない。

慧音　「ぎゃ～」

こっちも直撃。まあこっちはもう戦う余裕はなさ
そうだが。

妹紅　「く、慧音が・・・・なら！」

妹紅　「蓬莱人形！」

攻撃がゆるくなった瞬間を狙い、妹紅が弾をばら撒く。その攻撃は凄まじく、避ける隙間を埋め尽くしていく。

しか～し、約二名動いていない奴がいる。このことが妹紅にとって命取りだった。

幽々子「あなたに桜を」

紫　　「あなたに弾幕を」

幽＆紫「見せてあげるわ」

幽々子「完全なる墨染めの桜」

紫　　「弾幕結界」

５人に迫る妹紅の弾幕。だが、それの何倍もの弾幕が妹紅に迫る。もちろん抜け道などない。

妹紅　「あんたら、汚いんだよ～」

負け台詞をはきながら妹紅は落ちていった。まあ、その台詞が真実なのは認めるが、こいつらはどうにもならん。
幽々子「ふ～終わった、終わった。帰りましょ」

紫　　「そうね、あなたたちもくれば？」

蘭　　「よろしいんですか？」

紫　　「ええ、狭いけど。いらっしゃい」

橙　　「わ～い」

妖夢　「止めなくて良いんですか？」

幽々子「ま、なんとかなるでしょ」
まあこの後の霊夢のこととか、戦いの内容とかを考えると問題ありまくりだが、気にせず５日目終了で。八雲家＆西行寺家チームの勝利です。
６日目
霊夢「あ～もう、なんでこうなるの？」
朝っぱらから居間に響き渡る、霊夢の叫び。その
叫びの元はもちろん・・・

橙　　「霊夢～、あんま怒ると疲れるよ？」

蘭　　「そうだぞ？　怒りっぽいのは損だ」
紫　　「気楽にいきましょ～」

霊夢　「私が怒ってるのは、あんたらのせいだ！」

夜型の輩以外は全員いるので、かなりの数がここにいる。おかげさまで「あんたら」が誰に言ってるのか、よくわからん。つーかむしろ全員か？
しかし、苦労人って感じが、よく出ている。絶対
なりたくない状態だな。

幽々子「いいじゃない。いまさら二人増えたって別に変わ
らないわ」
霊夢　「はあ・・・・もういいか」

人間諦めが肝心というが、霊夢は結構よく諦めてるなあ。振り回されてるってのが正しいかもしれんが。

アリス「今は自分のことを考えたほうがいいんじゃない？　
準備はできてるの？」

霊夢　「今日の戦いの事？　それなら問題は一つだわ」

アリス「なに？」

霊夢　「レミリア」

大きくため息を一つ。確かに大きな問題である。

アリス「ああ、なるほどね」

レミィ「何の話？」
霊夢　「気にしないで、今日はめんどうねって話だから」

突然現れたレミリアの質問にサクッと答える霊夢。
肝っ玉の据わり方が違うぜ。

霊夢　「それより、こんな時間に起きてくるなんてどうか
したの？」

レミィ「今日のことが楽しみで、眠りが浅かったの」
おお、かわいいところがあるじゃないか。子供み
たいで初々しいねえ

霊夢　「あら、あなたにもそんなことがあるのね？」

レミィ「ええ、そうみたい。今だって、あなたと遊べるこ
とを考えると落ち着かないわ」

霊夢　「・・・・・」

やっぱさっきの言葉は撤回しよう。

レミィ「ふふ、楽しみましょうね」

霊夢　「はあ、そうね」

今日も一日中霊夢は苦労しそうである。

時間がたつとさきほどの騒ぎは、なんとか落ち着いた。皆思い思いに時間を過ごすようになっている。
霊夢　「ようやく落ち着いたわ・・・」

その中で霊夢は一人自室に逃げ込み、符の準備を始めていた。一応戦いの準備という事はするようだ。
霊夢　「符はただじゃないから、無意味な戦いをしたくな
いんだけどなあ」

まあ参拝者が全くいない所で、お金なんてものは全く入らないわな。食事は村からの貢ぎ物でなんとかなってるが・・・

霊夢　「符の元は買わないといけないのよね～。はあ、辛
いなあ」

レミィ「霊夢、何してるの？」

霊夢　「ノックしなさいよ」

レミィ「いいじゃないそんなこと」

霊夢　「まったくもう・・・何の用よ？」

レミィ「用事がないと来ちゃいけない？」
霊夢　「・・・・・」

レミィ「冗談よ。咲夜がお茶をいれたから、簡単なお茶会
をしない？」

霊夢　「お茶会？」

レミィ「ええ、一緒にゆっくりしましょ」

霊夢　「それはいいわね・・・」

おいおい、霊夢よ。お前戦いの準備をしてたんじゃないのか？　確かに鬱憤が堪ってるだろうし、気持ちがわからんでもないが。

霊夢　「じゃあ行きましょ。場所は何処？」

レミィ「外に出ればわかるわ」

二人は軽い足並みで外に行ってしまった・・・結
局ここにはお気楽娘ばかりだな。

お茶会の始めた時間が時間だったため、すぐに出発の時間になっていた。結局、今日出発の二人は何の準備なしで出て行くことになる。
霊夢　「まあ、適当に一式持ってきたから大丈夫でしょ」
レミィ「危なくなったら助けてあげるわ、ただじゃないけ
ど」

魔理沙「金持ちのくせにケチくさいな」

レミィ「お金はいらないわ、霊夢が私の所に泊まりにくれ
ばいいだけ」

霊夢　「遠慮させてもらうわ」
咲夜　「お嬢様、早めにでて早く帰ってきたほうがいいと思います。日が出てしまうと厄介ですし」

レミィ「そうね、いきましょ、霊夢」

霊夢　「ええ、それじゃ行ってくるわ」

パチュ「いってらっしゃい」

二人が空へ飛び上がり、すぐに見えなくなった。
魔理沙「・・・・・なあ」

完全に見えなくなったあたりで、魔理沙がアリス
に声を掛ける。どうかしたのか？

アリス「なによ？」

魔理沙「なんだかんだで、あいつらが一番凶悪なペアだと
思うのは、私だけか？」
アリス「そう？　あなたたちもかなり酷いものだと思うけ
ど」
魔理沙「いやあ、あの二人はキレるとな・・・・」

普段おとなしい奴は、キレると危ないと聞く。それって、もしや奴等のことじゃないのか？

アリス「何かあるの？」

フラン「お姉さまは怖いわよ。単純な強さだったら私の方が上だけど、本当に怒ったときには私でも勝てないわ」

アリス「・・・・・」

魔理沙「霊夢はそれに付き合える奴だからな。同じかそれ
以上か」

アリス「・・・・・」

魔理沙「あまり、刺激しすぎないようにしような」

アリス「そうね」

霊夢の強さを改めて認識する一同であった。

竹やぶのほうに着くと、二人はゆっくりと警戒しながら進んでいく。正確に言うと、霊夢だけがちゃんと警戒をしているのだが、そこは気にしてはいけない。
霊夢　「おかしいわね。そろそろ敵がでてきてもおかしく
ないんだけど・・・」

レミィ「前はここらへんだったわね」

竹やぶの中に入ってからかなり経ったと思われるが、何もでてこない。というか気配を感じられない。

霊夢　「様子が変ね。何かあったのかしら？」

慧音　「・・・・・」

レミィ「あそこに変なのがいるわよ」

霊夢　「どこよ？」

レミィ「おくのほうよ」

霊夢　「私は暗いところでそんな見えないってば」

暗いところとか以前に、あんな遠いと見えないと思う。あれじゃ３００Ｍとかあるだろあそこまで・・・

まあ進んでいく先にいるから、しばらくしたら見
えるようになるが。

慧音　「待っていたぞ」

レ＆霊「・・・・・・」

慧音　「どうした？　もう帰りたくなったのか？」

霊夢　「いや、そうじゃなくてね」
レミィ「あなた、どうかしたの？」

慧音　「どうかって・・・あ！」

誰が見てもこういいたくなるだろうなあ。体はボロボロ、服はところどころ破れてしまっている。昨日の戦いがあったとしても、服ぐらいは変えられるよなあ。

慧音　「妹紅のことで手一杯だったから気づかなかっ
た・・・」

霊夢　「やれやれ、身なりぐらい気をつけなさいよ」

慧音　「お前みたいな格好の奴に言われたくないな」

霊夢　「なんですって・・・」

あ～刺激しないで！　爆破する！　危ないって！

慧音　「お前みたいななんちゃって巫女に言われたくないといったのだ。普通巫女はそんな露出の高い服装をしない」

霊夢の肩のほうを見ながらしゃべる慧音。いつもはこんなこと言わないのに・・・慧音も堪ってんだろうなあ慧音も。でも・・・

霊夢　「うるさ～い！」
火気厳禁と霊夢を見て気づかないのは、良くない
な。慧音、別れの時だ。

霊夢　「夢想封印　瞬！」

慧音　「なっ！」

凄まじいスピードの霊符が慧音に迫る。不意を撃たれてるわ、早いわでどうしようもない。
慧音　「まだ何もしてないのに～」

レミィ「人の気にしてることは直接いうものじゃないわ」

そのとおりだ。口は災いの元なんだから気をつけ
よう。

霊夢　「・・・次行きましょ」

少しは冷静になったのか、声をかけ先行して進んでいく。霊夢は怒らせないほうがいいという意見。正しい。

レミィ「進まなくていいんじゃない？　何かいるわよ」

霊夢　「ほんとね、迂闊だわ」
妹紅　「またおかしいのが来た・・・」
いいかげん鬱になってきたのか、妹紅に元気はない。傷は回復しても、体力は全快するわけではないし、何度もやられてるということは変わらないのだ。それは元気もなくなる。
霊夢　「今日はなんか嫌な日だから、かえってすぐ寝るわ。
さっさとやられなさい」

妹紅　「そうはいかない。何度もやられてばかりではいられない。今度はあんたらのやられる番だ」

レミィ「あなたには無理ね」

妹紅　「あっ、あの馬鹿で変な奴の姉がいるな！　借りは
返してやる」

レミィ「・・・・・」

ああ、なんて妹紅は愚かなのでしょう。同じ過ち
を二度繰り返すなんて！

レミィ「黙りなさい」

妹紅　「へっ？」

しかも気づいてないときたもんだ。もう手に負え
ないな。

レミィ「再生なんてできないくらいに潰してあげるわ」

レミィ「スカーレットマイスタ！」

キレたレミリアの弾幕が辺りを飛び舞う。一つ一つの弾幕は赤く、妹紅の体をかする度にさらに赤く染まっていく。

レミィ「死になさい！」

妹紅　「ひ～なんで～」

まあ自業自得だな。で、さらに酷い状況に・・・

霊夢　「逃げ回るのがうざそうだから、私が手伝うわ」

霊夢　「夢想封印　散！」

今度は霊夢の弾幕が飛び舞う。だがこっちは直接妹紅を狙うわけではなく、あたりを埋め尽くす感じだ。

妹紅　「逃げ道ない～。もう無理だって！」

レミィ「なら、さっさと直撃しなさい！」

なんだかんだで、ギリギリ直撃をまだ避けてるが時間の問題。もうじき直撃だな。
レミィ「ああ、もう面倒くさい！　霊夢、力を貸しなさい！」

霊夢　「はいはい、で何をするの？」

レミィ「もう一つスペルカードを唱えるわ、あなたも唱え
るのよ」

霊夢　「無茶するわね～。魔理沙でもしないわよ？　そん
なこと」

レミィ「別に気にしない、いくわよ！」

霊夢　「しょうがないわね」
あっと、ダブルスペルですか？　これは見もの。
妹紅はかわいそうだが。

霊夢　「夢想封印・・・」

レミィ「レッド・・・」

霊夢　「集！」

レミィ「マジック！」

二人からの攻撃が同時に飛んでいく。夢想封印の追尾力が、レッドマジックを招くかのように一緒に妹紅に飛んでいき・・・これは避けれんな。絶対。

妹紅　「無理なものは無理で～す」

ようやく落ちていく妹紅。さすがに昨日の弾幕と変わらないレベルの攻撃がとんできてるからなあ。しょうがないな。
霊夢　「ふ～やっと帰れるわ」

レミィ「そうね・・・」

妹紅を倒したら、二人とも落ち着いたな。これで平和は守られた。妹紅、君の事は忘れないよ。

レミィ「でも、眠たいわ。ふあ～あ」

突然レミリアの体がふらふらと動き、霊夢に倒れ掛かる。まああれだけ無茶したら疲れるだろう。しかし、そうなると・・・・
霊夢　「私がおんぶしなきゃいけないのね。はあ～あ」

途中で発散をしたが、またいつストレスが溜まるかわからない霊夢であった。

　これで６日目は終了です。ペアの内両方がブチぎれて完全勝利とは・・・怖い結果になりました。ともあれ、これで輝夜の頼みごとは終了ですね。あとは、７日目をお楽しみくださ～い。

　７日目

するべきことは全て終わった。そんな開放感が、博麗神社を包んでいる。美鈴も一時的に帰ってきて、総勢１４人総揃いでの昼のことであった。
霊夢　「ようやく開放される・・・長い６日間だったわ」

魔理沙「いやいや、まだ今日があるぜ」
咲夜　「昨日で終わりのはずでしょ？」

魔理沙「いやいや、大事なものが残ってるぜ、っと、来た
みたいだな」

そういうと魔理沙は上空を見上げる。すると、空の一部に黒い塊のようなものがこちらに近づいてるのが見える。
レミィ「随分と大掛かりで来たわね」

輝夜　「ええ、１週間分の宴ができる量をもってきたから
ね」

永林　「一匹兎が取りに来なかったから、他の兎たちに運
んでもらったわ」

鈴仙　「ごめんなさい！　忘れてました」

永林　「あとでおしおきね」

鈴仙　「ひえ～」

戦いで負けるわ、最後でヘマするわで、鈴仙いい
ところないなあ。駄目っぽいぜ。
輝夜　「みんな、ご苦労様。とりあえず今日は好きに騒い
で頂戴」

しかも、主人には無視されてるよ・・・

霊夢　「ここ、私の家なんだけど」

アリス「もういまさらじゃない？」
霊夢　「はあ・・・諦めますか」

橙　　「わ～い、みんなで騒ごう！」

紫　　「ふふ、楽しい一日になりそうだわ」

妖夢　「幽々子様、あの～」

幽々子「しょうがないわね、今日はいいわよ」

妖夢　「ありがとうございます！」

みんな好き勝手だな～。まあ騒ぐときはいいか！

魔理沙「まだ月は出ていないけど、とりあえず宴会開始だ
～」

みんな「お～」

こうして、もはや何人だかわからない数での宴会
が始まった。

騒ぐのが好きな輩が多いためか、宴は夜までぶっ通して続いたままだ。しかし、さすがに酒が溜まって駄目になってる奴等もいる。

ア＆パ「ぐ～」

貧弱魔法使いは酒も駄目なようで眠ったし、

フ＆橙「あははは」

無邪気な二匹はハイになって空を飛び回っている。

あとは・・・

幽々子「楽しいわね～」

紫　　「本当、こんなのは久々だわ」

蘭　　「そうですね～」

妖夢　「は～幸せです」

しみじみ楽しんでる幽々子グループと、

レミィ「気分がいいわ」
咲夜　「いいですね、こういうのも」

魔理沙「毎日がこうでもいいと思うぜ」

霊夢　「家を使わなければ許すわ」

美鈴　「咲夜さん～私は飲んだら駄目ですか～？」
咲夜　「あんたは駄目、食べるだけにしなさい」

美鈴　「う～、しくしく」

紅魔グループと、魔理沙、霊夢だ。

ん？　数が足らないような・・・

輝夜　「永林、そろそろ向かうわよ」

永林　「ええ、いきましょう。姫」

ああ、１週間の締めにいったんだな。宴の方も見てれば楽しそうだが、こっちをみにいくかな。

二人は竹やぶの奥へ奥へと進んでいく。道中の敵は出てきてはいるが、なんというかいつものパターンってやつで、簡単に突破していく。
輝夜　「あいかわらず温い攻撃ね。私をなめてるのかし
ら？」

永林　「まあどれだけでてきても、所詮は雑魚です。相手
にならない」

６日間の中で、すこし節約してたみたいなんだけどなあ・・・こいつら相手じゃ部が悪いな。
輝夜　「さっさと終わらして、宴にもどりましょ。という
ことでさっさと出てきなさい」

慧音　「ようやく本命の登場か」

妹紅　「よくもこんな小癪なまねを・・・」

暗闇の奥から二つの影が現れる。今夜は満月あっ
て、慧音は獣に近くなっている。

永林　「それにかなりやられてるみたいね。力を感じない
わよ？」

輝夜　「これだったら、私が出るまでもなかったかな？」

確かに、今までの戦いでかなり二人ともやられている。特に妹紅なんかは、不死でも死にそうなくらい攻撃を食らっている。

妹紅　「これくらい、なんでもないわ。あなたを倒してみ
せる！」

輝夜　「いい加減どうでもよくならないの？　趣味じゃな
かったのよ、あの男は」

妹紅　「私が怒ってるのはふった事ではない。お前の難題
が酷すぎるからだ！」

輝夜　「そんな、酷かったかしら？」

妹紅　「かなり酷すぎる。全部幻想卿の妖怪がらみなんて
人間には無理だ」

あれ？　幻想卿の妖怪って・・・

妹紅　「赤い館の吸血鬼から逆に血を採ってこいだとか、幽霊のお嬢様から魂を一つ借りてこいだとか」

ん？　赤い館の吸血鬼に、幽霊のお嬢様？

妹紅　「七色の人形遣いから、人形を奪ってこいだとか。
空間を操れるやつが見たいとか」

・・・七色の人形遣いに、すきま使いねえ。

妹紅　「他にも、現世の迷いを断つ剣が欲しいとか！　化
け狐の毛が欲しいとか」

迷いを断つ剣ねえ・・・

輝夜　「あれ、なんか多くない？」
妹紅　「あんたは、５つという言いながら、遊びで６つ足
したでしょうが！」

なんちゅー酷い女郎だ。さすがに妹紅に同情する
ぜ。

輝夜　「で、それより何か気づかない？」

そうそう、そこまで知ってるんだから、何か気づ
け妹紅。

妹紅　「何かって・・・・あ！」

妹紅　「それって、あいつらのことじゃない！」

輝夜　「やっと気づいたの？　そうよ」

妹紅　「あいつらのせいで、父様が・・・」

輝夜　「そうそう、あいつらのせいよ」

妹紅　「くそ～あいつらめ」

もしも～し、妹紅何か変なのに気づけ～

慧音　「妹紅！　実際に手を出したのはあいつ等かもしれんが、そう仕向けたのは輝夜だ。　騙されるな！」
輝夜　「残念、素直に騙されてくれるとありがたかったの
に」

妹紅　「もう許さないぞ！　くらえ」

輝夜　「しょうがないわね」

妹紅　「インペリシャブルシューティング！」

輝夜　「蓬莱の弾の枝！」

他の戦いとは違い、お互いのスペルカードのぶつかり合い。力負けしたほうが負けになる。
慧音　「向こうは始まったみたいだな、なら・・・」
永林　「こっちも始めましょうか」

慧音　「オールドヒステリー」

永林　「蓬莱の薬」

こちらも力のぶつけ合い。だが、こっちの永林のほうには輝夜の力が少し足されている生で、慧音が押されている。

輝夜　「くっ」

だが代わりに輝夜が力不足になる。この戦い、ある意味五分と五分の戦いである。

少しでも勝利的要因が傾いたほうの勝ちになる。
だが、その要因となるものを・・・

慧＆妹「くぅ～」

永＆輝「ま、まだ」

持っていない。または余裕がないといった感じだ。少しでも気を緩ましたら、そのまま直撃してしまう。

輝夜　「くっ、やばい」

だが、次第にその均衡も破れ始める。妹紅の攻撃
が強くなり始めたのだ。
妹紅　「私は負けない！　お父様のためにも」

意思の力か、感情の力か。妹紅の力を増大させて
いく。

輝夜　「もう・・・無理」

？？？「テレメスリズム！」

妹紅　「きゃあああ」

そのとき、何者かが妹紅に攻撃を仕掛けた。まあスペルカード名のせいでバレバレだが・・・

鈴仙　「姫様、大丈夫ですか？」

やはり鈴仙である。どおりでさっきいない訳だ。

慧音　「うわああ」

同時に向こうのほうも決着がつく。元々押してたのと、鈴仙の登場が影響したのだろう。

輝夜　「ふー、危なかったわ」

永林　「ご無事ですか？　姫」

輝夜　「ええ、ウドンゲが助けてくれたからね」

鈴仙　「間に合ってよかったです」

う～む、鈴仙が輝いて見えるな。今回の話で一番
輝いていた瞬間だ。
輝夜　「１日目で負けたって聞いたから、どんなおしおきしようかと思ってたんだけどね～。中々がんばるじゃない」

鈴仙　「ありがとうございます！」

輝夜　「じゃあ、褒美に今回のミスはチャラにしてあげるわ。ん～それと・・・何か欲しいものある？」

鈴仙　「欲しいもの・・・ですか？」

輝夜　「そ、別にお願いでもいいわよ」

鈴仙　「あ、おねがいならあります！」

輝夜　「何？」

鈴仙　「ウドンゲじゃなくて、これからは鈴仙って呼んで
ください」

輝夜　「えっ？」

鈴仙　「いつも呼ばれててちょっと苦手で・・・駄目です
か？」

輝夜　「別にいいけど、それでいいの？」

鈴仙　「はい！」

なんともいえないお願いだな～。まあ当人からしてみれば、重要なことなんだろうけど。

輝夜　「それじゃ、ついでに永林もそうしましょう。わか
りにくいし」
永林　「わかりました」

輝夜　「それじゃ、行きましょうか。永林、鈴仙」

永林　「ええ、いきましょうか。姫、鈴仙」

鈴仙　「はい！」
こうして、最後の戦いは終了しました。この１週間は、妹紅達には最悪の、鈴仙にとっては結果的に、最高の１週間だったでしょう。ただ一つ、今日が四月一日なのを除けば・・・・
